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■安威川ダム建設事業の概要
昭和４２年の北摂豪雨災害を契機に計画立案
１００年に一度の大雨に対応

○所在：茨木市大字生保、大門寺地先
○形式：中央コア型ロックフィルダム（岩石と土を盛り立てるタイプ）
○高さ：７６．５ｍ（２０階建てのビルを超える高さ）
○ダム頂上部の長さ：３３７．５ｍ

大雨による浸水被害を軽減し、
府民の生命・財産を守る。
【100年に１度の降雨に対する想定】
○浸水想定面積
⇒26.0k㎡
○浸水家屋
⇒約8万戸
○浸水による被害想定額
⇒約1兆5500億円

上記効果に加え、安威川の下流の、豊中
や大阪市内を流れる神崎川でも、浸水に
対する効果を発揮

■安威川ダム建設工事の進捗状況
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※ダム下流から上流を望む

■安威川ダム建設事業用地の全景図

現在、ダムの基礎部（基礎岩盤の処理）を施工中。今後、ダム本体の盛立て工事等を実施予定。

安威川ダム周辺整備事業について（大阪府）

利活用想定エリア

河川区域予定地(EL.136m)

EL.99.4m

ダム堤体・標準断面図
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事業者決定

●河川区域指定 ⇒ ●都市地域再生等利用区域指定

市による
周辺整備

河川区域内で想定される活用形態に対する事前協議
（大阪府、茨木市）

■取組み内容とスケジュール

事業者契約

●河川区域予定地内における都市・地域
再生等利用区域の指定について審議
・利活用想定区域と事業イメージ
・利活用想定と冠水頻度
・事業スキームについて
・事業者公募における留意点

①賑わい審議会（公募前）

●事業者が市と協議の上、確定した
事業計画及びその範囲について報告
・事業計画の妥当性
・河川区域予定地の占用方針

②賑わい審議会（事業内容確定時）

契約に
向けた
協議

●地域の合意を図るための協議会設置等
を含む活用に向けた組織体制について
報告

③賑わい審議会（区域指定前）

■安威川ダム周辺の地域づくりの取り組み

審議会の流れ

安威川ダム完成後のダム周辺地域の保全と活用のため、大阪府と茨木市との連携により地域づくりを推進！

事業者公募開始

事業者
の選定

区域外
の整備

区域内
の整備

安威川ダム周辺整備事業について（大阪府）

安威川ダム周辺の利活用のイメージ
～安威川ダム周辺整備基本方針 （大阪府・茨木市 平成21年8月策定）より～

○ダム周辺を「Ａ～Ｉ」の９つのゾーンに区分し、ゾーンごとに利活用の方針を示す
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上流側

ダムサイト
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渓流ふれあい体験ゾーン
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里山ふれあい体験ゾーン
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地域振興拠点ゾーン
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湖岸レクリエーションゾーン

ゾーンＦ
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ダムサイト眺望ゾーン

ゾーンＧ
ダムのエントランスゾーン

ゾーンＨ
ダム湖へのアクセスゾーン

～安威川ダム周辺整備基本方針 （大阪府・茨木市 平成21年8月策定）より～

ワークショップ（平成２７年度開催）で共有された安威川ダム周辺の主なイメージ
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●安威川ダム周辺整備ワークショップ（H25～H26年度）：地元住民を中心としたＷＳによる意見交換

●公募府民によるワークショップ（H27年度）：上記ＷＳの意見を核とし、公募府民を交えて周辺整備の方向性を検討

●安威川ダム周辺整備基本構想(案)（H30年度）：茨木市の周辺整備事業への具体的な取り組み方針(案)を作成

●安威川ダム周辺整備基本構想（R元年6月策定・公表）：公表後、自治会単位で説明を実施し、地元意見を確認
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ワークショップで共有された安威川ダム周辺
の主なイメージ

いばきたデザインプロジェクトいばらきサイクリングプロジェクト 「食育」への取り組み 森林保全プロジェクト


